











































(a) 課程：   日本学専攻の課程は、学部課程 3 年制と修士課程 2 年制からなる。 
(b) 学期：  1 年 2 学期制である。1 学期内には 12 週間の授業に加えて、期末試験期間とフィード 
 バック期間が設けられている。 
(c) 学生数： 2018 年度は学部課程 1 年生 59 人、2 年生 44 人、3 年生 19 人、修士課程 1 年生 11 人、 
2 年生 14 人の学生が在籍している。学部 3 年次に半年間の日本への留学をする学生が 
多い。また、修士課程でも外国の大学に留学する学生が多い。 
(d)「現代日本語」科目： 日本学専攻課程では、学部 3 年間と修士 1 年間において「現代日本語」科 
目が必修である。学部 1～3 年次には週 7 コマ（10.5 時間）、修士 1 年次には週 3 コマ 
（4.5 時間）の授業がある1。 
(e) 使用教科書： 学部 1 年次～2 年次前期の「現代日本語」科目では、総合教科書として『げんき』1・ 
2（The Japan Times）を使用し、2 年次後期～3 年次前期では『中級の日本語』（The Japan  
Times）を使用している。3 年次後期以降は総合教科書を使わず、翻訳やアカデミックラ 
イティングなど分野別の教材や生教材を用いている。 



































対象：  ベルギーの大学で日本学を専攻し、日本語コースを履修する学生 
時期： 3 年次の後期（2018 年 2 月～5 月） 








【授業内の指導】 2 週間に 1 回、10-15 分の時間を使って日本語の発音と話し方の知識を導入して練 
習を行う。指導の内容は、主にリズム、特殊拍、アクセント、イントネーションな 
どに関するものを扱う。 
【授業外の活動】 学生は、指定されたトピックについて 30 秒以内で話をして録音する。その録音を 
大学の学習用オンラインシステムにアップロードする。 
【教師の役割】   個々の学生の録音を聞き、発音や話し方に関する 30 秒以内のフィードバックを各 
学生に向けて個別に録音して、同じく大学の学習用オンラインシステムにアップロ 
ードする。 
【回数】     1 学期 12 週間に、学生の録音と教師からのフィードバックの録音を 5 往復行う。 





2 ポートフォリオ作成活動を始めた学生は 10 人であったが、最後まで活動を行った学生は 6 人であっ
た。 







慮して、トピックは「1. 自己紹介」「2. 私の町」「3. 私の国」「4. 私の趣味」「5. 私の好きな物」
の 5 つを選んだ。 
 
４．４ 教師フィードバックの方法 


































学生 B：「Thank you for your feedback. I learned a lot of things that I didn't notice before, like the 





学生 C：「I wish I had practiced my pronunciation a little more at home throughout the year, because when  
listening to my portfolio, I still notice some flaws. I enjoyed the portfolio exercises nonetheless, even  
though sometimes I had to push myself a little to start on them. I think they are a great way of improving  
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